
　なぜ、オープンイノベーションが必要なのかというと、
世界が圧倒的な規模とスピードで変化しているからです。
付加価値の源泉が、モノからIT・サービスに移行し、状況
が一変しています。主に、IT系のメガプラットフォーマー
（google・アマゾン等）は、短期間で新しい商品・サービ
スを普及し、データと大きな利益を獲得し、世界経済を牽
引しています。その目的は大きく、既存領域（①破壊的イ
ノベーションへの備え、②事業創出・強化）と③新規領域
の探索の3つに分けられます。現在、事業創出・強化を目
的とした事例が増加しています。

　また、連携相手としては①ベンチャー企業と②大学等、
③事業会社があり、それぞれを比較すると、事業化推進力
の観点ではベンチャー企業が適します。

　更に、連携相手との組み方では、業務提携や出資が主流
ですが、海外においては買収で新たな技術を取り込み成長
しています。

　オープンイノベーションを進めていくためのコツを一部
紹介します。まずは、経営陣のコミットです。経営陣に外
部との連携の必要性を理解、コミットしてもらうことが重
要です。加えて、競合の動向を踏まえ、危機感を持っても
らうことや社内啓蒙活動、推進力のあるキーパーソンを担

当にすることも有効です。
　次に、重点領域の設定です。自社の戦略を踏まえ、外部
連携する領域を設定することが重要です。例えば、自社の
戦略的重要性と技術的優位性を踏まえ領域の明確化も有効
です。三井化学では、長期経営計画の中でオープンイノベー
ションを次世代事業創出の手段として位置づけ、重点領域
を明示しています。

　次に、戦略的意図をもった探索です。探索手法を使い分
け、戦略的意図を持った探索が重要です。

　最後は、既存部門・他部門との調整です。優先順位を明
示し、既存部門・他部門を巻き込むことが重要です。例え
ば、トップが優先順位の明示することや事業部門の早期根
回しも有効です。

　改めて、オープンイノベーションとは外部との連携です。
自社のリソースでは限界があるため、自社の付加価値や競
争力を高めるために外部リソースの活用が必要となりま
す。ただ、正直1回で正解にたどりつくことは大企業でも
できません。試行錯誤の末にわかってくるものですから、
是非チャレンジしていただきたいです。リソースが少ない
方はまずはご近所の支援機関への相談や経産省の「ミラサ
ポplus」、内閣府の「経営デザインシート」を活用いただ
くのも一つかなと思います。まずは、自ら最初の一歩を踏
み出し、手を付けやすいところから始めていただければと
思います。
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